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Ⅰ 事業の概要（地域の実情含む） 

 普代村は、東日本大震災により、主産業である漁業

をはじめとし甚大な被害を受けた。一方で、過去の津

波被害の経験から30年以上前に設置した高さ15.5メ

ートルの水門により、人的な被害はほとんど見られな

かった地域でもある。 

普代小学校は全校児童103名の学校である。隣接す

る普代中学校と小中一貫教育に取り組んでいる。小学

校６年間を通して、地域の自然や産業、伝統等を地域

の人々と関わりながら学ぶことで、地域に対する親し

みや誇りをもち、復興に向けて努力する地域の人々に

対する思いを深める子どもの育成を目指している。 

交流学習を実施した５年生は、前学年で普代水門や

防潮堤の学習を行い、震災から地域を守った施設や当

時の人々の働きについて理解を深めている。今年度は、

地域の主産業である漁業や地域の人々が大切にしてい

る伝統芸能「鵜鳥神楽」について学んでいる。一戸小

学校との交流では、さまざまな視点から地域を見つめ、

地域の自然・文化についての理解や誇りを深めるため

に、地域の人々の復興への取組や地域の自然や伝統に

ついて紹介する活動、震災について学ぶ活動に取り組

んだ。 
 
Ⅱ 取組の概要 

１ 事前学習 

   一戸町の産業や観光等について事前に学習し、

さらに一戸町について知りたいことや聞いてみた

いことを考えた。また、４年生時に総合的な学習

の時間に学んだ普代水門のことや普代村の教えた

いことについてもまとめ、初めて会う内陸の児童

と話が盛り上がるような交流タイムにするための

工夫を話し合った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事前学習資料】 

２ 交流会 

（１） 各校の紹介（伝統芸能などの紹介） 
     一戸小学校は、御所野遺跡の紹介や学校紹 

介の後、「よさこいソーラン」を発表した。ま

た、普代小学校は、これまでの復興教育の取

組を紹介し、伝統芸能として引き継がれてい

る「鵜鳥神楽」を発表し、お互いの学校で学

習していることを紹介し合った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【普代小学校 学校紹介】 

 

 （２） 交流タイム 

      児童同士の交流を深めるために、ゲーム

を取り入れた。昨年度は普代村を紹介する

ことをねらいとしてカルタ大会を行ったが、

今年度はさらに交流を深いものにしたいと

いう願いから、好きな食べ物や今流行って

いる遊びなどのお題を出し、自己紹介をし

ながらゲームをして交流を図った。初対面

で緊張気味だった児童も、ゲームをとおし

てお互いを知ることで会話が弾み、笑顔で

交流する姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 【自己紹介ゲーム】 

「いわての復興教育推進事業（交流学習スクール）」成果報告書 

  学校名：普代村立普代小学校 
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